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平成２８年度
第２回 北海道道路メンテナンス会議

日時：平成29年 3月13日（月）
13:30～15:00

場所：TKP札幌駅ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ２B
(札幌市北区北7条西2丁目9)

議 事 次 第

（１） 開会

（２） 議長 挨拶

（３） 議事

１）平成２６・２７年度の橋梁点検結果について

２）平成２８年度の取り組み結果について

３）北海道道路鉄道連絡会議の設置について

４）北海道道路メンテナンス会議の規約改正について

５）インフラメンテナンス国民会議について

（４） 閉会



資料１

平成２６・２７年度の平成２６ ２７年度の

橋梁点検結果

平成28年度 第２回平成 年度 第 回

北海道道路メンテナンス会議

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



平成26・27年度橋梁点検結果（道路管理者別） 全国

○ H26年7月からの定期点検が本格化し 平成26・27年度で橋梁 約28%の点検が完了○ H26年7月からの定期点検が本格化し、平成26 27年度で橋梁 約28%の点検が完了。
○ 点検を実施した橋梁のうち、約12%は早期に修繕が必要。

国土交通省 34%
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Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態
Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態
Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態
Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている 又は生じる可能性が著しく

※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
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Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状態



平成26・27年度橋梁点検結果（道路管理者別） 北海道

○ H26年7月からの定期点検が本格化し 平成26 27年度で橋梁 約21%の点検が完了○ H26年7月からの定期点検が本格化し、平成26・27年度で橋梁 約21%の点検が完了。
○ 点検を実施した橋梁のうち、約18%は早期に修繕が必要。

点検実施率 点検結果
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Ⅱ 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を

講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき
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構造物の機能 支障 じる可能性 あり、早期 措置を講ず き

状態。

Ⅳ 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、

緊急に措置を講ずべき状態。



平成26・27年度橋梁点検結果（最優先で点検すべき橋梁） 全国

○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁のうち 跨線橋の点検○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁のうち、跨線橋の点検
実施率は約29%であり、点検した跨線橋のうち約22%は早期に修繕が必要。

点検計画と点検実施率 点検結果（H26・27累積）
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※点検計画は平成26年12月時点で策定
※点検実施率はH26年12月末時点の施設数をもとに算出
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平成26・27年度橋梁点検結果（最優先で点検すべき橋梁） 北海道

○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁の○ 第三者被害の予防等の観点から最優先で点検を推進することとしている橋梁の
うち、跨線橋の点検実施率は約44%であり、点検した跨線橋のうち約27%は早期に修繕が必要。

点検計画と点検実施率 点検結果（H26・27累積）
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資料２

平成２８年度の取組結果平成２８年度の取組結果

平成28年度 第２回平成 年度 第 回

北海道道路メンテナンス会議

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



○市町村の人不足・技術力不足を補うために 市町村が実施する点検・診断の発注事務を都道府県等が受委託

地域一括発注の状況

○市町村の人不足・技術力不足を補うために、市町村が実施する点検・診断の発注事務を都道府県等が受委託
することで、地域一括発注を実施

＜北海道における地域一括発注の状況＞＜北海道における地域 括発注の状況＞

○平成２６年度 ３市町村で実施（１００橋）
○平成２７年度 １６市町村で実施（４４８橋）
○平成２８年度 ７３市町村で実施（約２，７００橋）

【イメ ジ図】 【手続き 流れ】

○平成２９年度 引き続き、市町村に、地域一括発注制度の活用を推進すべく、調整中。

【イメージ図】

・市町村のニーズを踏まえ、
地域単位での点検業務の⼀括発注等の実施

【手続きの流れ】
・国、都道府県にて市町村の意向調査を実施し、
点検数量をとりまとめた上で、点検業者へ発注
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研修・講習会の実施状況

【Ｈ２８年度研修等（実績）】：延べ２７１名の地方公共団体職員（１２７市町村）が受講【 年度研修等（実績）】 延 名 方 共団体職員（ 市 村） 受講

①道路構造物管理実務者研修
《３～４日間、北海道開発局 職員研修室》

対 象 ： 地方公共団体職員及び直轄職員

参加人数 ： ８１名（うち地方公共団体職員６２名、４４市町村）

時 期 ： 橋梁Ⅰ H28.8.30～10.14 計49名（39名）
時 期 ： 橋梁Ⅱ H28.10.25～10.28 計16名（14名）
時 期 ： トンネル H28.10.11～10.13 計16名（ 9名）

目 的 ： 地方公共団体の職員の技術力育成のため、
時 期 ： 点検要領に基づく点検に必要な知識・技能等を時 期 ： 点検要領に基づく点検に必要な知識 技能等を
時 期 ： 取得するための研修

②道路メンテナンス講習会（橋梁）
《北海道開発局開発建設部毎に開催》《北海道開発局開発建設部毎に開催》

対 象 ： 地方公共団体職員（及び直轄職員）

参加人数 ： ３６６名（うち地方公共団体職員２０９名、 ８３市町村）

時 期 ： ８月以降、順次開催
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目 的 ： 橋梁点検における着眼点や現地での打音検査等、
時 期 ： 現地実習を主体とした講習会



老朽化広報（パネル展）の実施状況
＜展示されたパネルの一部＞

パネ 展 老朽化広報 取り組みパネル展で老朽化広報の取り組み

 道路施設の老朽化対策や点検に関するパネル展
を全道にて実施 （Ｈ２８：１７１箇所）

《平成２８年度実積の主なパネル展箇所》

を全道にて実施 （Ｈ２８：１７１箇所）

分類 展示場所分類 展示場所

道の駅 道の駅フロア・展示スペース

官公庁施設 北海道庁／開発建設部／各総合振興局／各市町村ロビー 等

公共／民間施設 除雪ステーション、公民館、ＪＲ駅（旭川、当別）、地下通路 等

イベント会場 幸せＦＥＳＴＡ（稚内）、十勝港まつり、遠別漁港イベント会場 等

講習会場 等 道路メンテナンス講習会 等講習会場 等 道路メンテナンス講習会 等

広尾町十勝港まつり
（H28.8撮影）

島牧村ふれあい交流センター
（H28.7撮影）

釧路地方合同庁舎
（H29.2撮影）

道の駅「中川」
（H28.9撮影）
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『旭橋』生誕84年 橋寿 記念イベント

■目的目的
旭橋は1932年に旭川のシンボルとなるような橋をめざし架設された北海道最古の「タイドアーチ橋

」である。
2002年に「土木学会選奨土木遺産」に認定、2004年に「北海道遺産」に認定、旭川市のカントリー

サインに起用、旭橋河畔にて毎年花火大会開催等、地域のシンボルとして親しまれている。
定期的なメンテナンスを継続的に実施し、ほぼ架設当時のまま維持管理している。
このように高い技術力によるメンテナンスにより、地元に親しまれ永らく使われてきた長寿命の旭

橋を、今後もメンテナンスの重要性とともに、後生に受け継ぐために記念イベントを開催。

○小学生による旭橋点検体験イベント○旭橋ライトアップ 平成28年8月4日～平成28年8月6日 平成28年8月9日

生誕84年を迎える『旭橋』にて、小学生を対象に橋のメ
ンテナンスの大切さを学んでもらおうと、旭橋河川敷に
おいて、小学生41人を対象とした橋梁点検体験を開催。

旭川市民・来場者に楽しんで頂くことを目的に、第55回
旭川夏まつりに合わせ『旭橋』を3日間ライトアップ。

○旭橋記念パネル展

生誕84年を記念するとともに 市民にとって「身近で親しみあ

平成28年8月1日～平成28年8月7日
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生誕84年を記念するとともに、市民にとって「身近で親しみあ
る旭橋」の大切さを広く市民に感じてもらうことを目的とし、
『旭橋』記念パネル展を開催。



『旭橋』ライトアップ

○ 第５５回旭川夏まつり期間中に合わせ 『旭橋』生誕８４年（橋寿）を○ 第５５回旭川夏まつり期間中に合わせ、『旭橋』生誕８４年（橋寿）を
記念し『旭橋』をライトアップ。

 実施期間

平成28年8月4日～平成28年8月6日

 スケジュール

8月4日（木）8月4日（木）
第55回旭川夏まつり開会式セレモニー

18:00～19:30 式典、アトラクション
19:35～19:45 点灯式

道新納涼花火大会19:45～21:00 道新納涼花火大会
21:00～23:00 『旭橋』ライトアップ

8月5日（金）8月5日（金）
19:45～23:00 『旭橋』ライトアップ

8月6日（土）
19 45 23 00 『旭橋』ライトア プ
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19:45～23:00 『旭橋』ライトアップ



小学生による『旭橋』点検体験イベント

○ 国土交通省において「土木構造物を点検しながら長く使い続ける」取り組み○ 国土交通省において「土木構造物を点検しながら長く使い続ける」取り組み
を生誕84年である『旭橋』で小学生を対象に橋の大切さについての体験イベ
ントを行った。

平成28年8月9日

 実施期間
■「旭橋」のお話し ■「旭橋」橋梁点検体験

平成28年8月9日

生誕84年を迎える『旭橋』にて

■コンクリート点検体験 ■「旭橋」上空観測体験

生誕84年を迎える『旭橋』にて、
小学生を対象に橋の大切さを
学んでもらうため、平成28年8月
9日、旭橋河川敷において、小学
生 を 象 橋 点検
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生41人を対象とした橋梁点検
体験を開催した。



『旭橋』記念パネル展

○ 生誕８４年を記念するとともに 市民にとって「身近で親しみある旭橋」の

 実施期間

○ 生誕８４年を記念するとともに、市民にとって「身近で親しみある旭橋」の
大切さを、広く市民に感じてもらう。

平成28年8月1日～平成28年8月7日

ＪＲ旭川駅構内（南口コンコ ス）

 開催場所

展示パネル

ＪＲ旭川駅構内（南口コンコース）
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資料３

北海道道路鉄道連絡会議の設置北海道道路鉄道連絡会議の設置

平成28年度 第２回平成 年度 第 回

北海道道路メンテナンス会議

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



跨線橋の点検および修繕の計画的実施について

通達の背景 目的

平成２６・２７年度点検結果（全国）から、跨線橋はⅢ判定が２２％と高い水準

今後 修繕工事の増加が見込まれるが 鉄道との協議が必要となるため 点検のみならず

通達の背景・目的

今後、修繕工事の増加が見込まれるが、鉄道との協議が必要となるため、点検のみならず

修繕工事も計画的かつ効率的に進むような仕組みが必要

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律案に対する附帯決議（平成２８年３月）

（衆）「跨線橋等の老朽インフラ改修が課題となっていることから、点検・修繕を計画的かつ効率的に進められる

よう仕組みを構築すること。」

（参）「跨線橋等の老朽化が課題となっていることから、点検・修繕を計画的かつ効率的に進められるような仕組（参）「跨線橋等の老朽化が課題となっていることから、点検 修繕を計画的かつ効率的に進められるような仕組

みを構築すること。」

附帯決議を踏まえ、省令改正（平成２８年１０月２８日公布、１２月１日施行）

 道路法施行規則 第四条の五の五に次の一号を加える。

四 橋、高架の道路その他これらに類する構造の道路と独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、独立行政法
人日本高速道路保有・債務返済機構若しくは鉄道事業者の鉄道又は軌道経営者の新設軌道とが立体交差する場合に
おける当該鉄道又は当該新設軌道の上の道路の部分の計画的な維持及び修繕が図られるよう、あらかじめ独立行政

道路管理者に対し、道路局長より通達を発出（平成２８年１０月２８日）

法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構、当該鉄道事業者又は当該
軌道経営者との協議により、当該道路の部分の維持又は修繕の方法を定めておくこと。

1

鉄道事業者に対し、鉄道局長より通達を発出（平成２８年１０月２８日）



道路鉄道連絡会議の位置付け

上の管理者

下の管理者

高速会社 直轄 公社
都道府県
市区町村

道路法外

その他 鉄道

高速会社 跨道橋
連絡会議

【道路メンテ道路メンテナンス会議

道路鉄道
連絡会議

【道路メンテナンス

直轄
【道路メンテ
ナンス会議の

下部組織】

道路メンテナンス会議
【都道府県単位で設置済み】

【道路メンテナンス
会議の下部組織】

公社

都道府県都道府県
市区町村

道
路
法

その他 個別協議

2

外 鉄道 道路鉄道連絡会議
【道路メンテナンス会議の下部組織】



対象施設・構成員・役割

対象施設

○鉄道を跨ぐ全ての道路橋（跨線橋）
○道路を跨ぐ全ての鉄道橋（跨道鉄道橋）

対象施設

（必要に応じて対象施設とする予定）○道路を跨ぐ全ての鉄道橋（跨道鉄道橋）

構成員

（必要に応じて対象施設とする予定）

○北海道開発局
○北海道運輸局
○地方公共団体（北海道 札幌市 ５９市町村）

構成員

○地方公共団体（北海道、札幌市、５９市町村）
○高速道路会社（NEXCO東日本）
○鉄道事業者（札幌市交通局、北海道旅客鉄道（株）、日本貨物鉄道（株）、

道南いさりび鉄道（株））

○点検計画 修繕※計画等の調整（※修繕には耐震補強を含む）

道南いさりび鉄道（株））

役割

○点検計画、修繕※計画等の調整（※修繕には耐震補強を含む）
○メンテナンスに関する情報共有
○耐震補強に関する情報共有

○その他要望 要請事項 意見交換等

3

○その他要望、要請事項、意見交換等



省令・告示・定期点検基準の体系

① 省令・告示で 、５年に１回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を４つに区分。① 省令 告示で 、５年に１回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を４つに区分。

（トンネル、橋などの構造物に共通）

② 点検方法を具体的に示す定期点検基準を策定。（トンネル、橋などの構造物毎）

③ 市町村における円滑な点検の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加えたものを③ 市町村における円滑な点検の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加えたものを

定期点検要領としてとりまとめ。 （トンネル、橋などの構造物毎）

法令・定期点検基準の体系

道路法
H25.9.2施行

健全性の診断結果を、４段階に区分

政令
・トンネル、橋及び、損傷、腐食その他の劣
化その他の異状が生じた場合に道路の構

・維持、点検、措置を講ずることを規定

省令・告示

化その他の異状が生じた場合に道路の構
造又は交通に大きな支障を及ぼすおそれ
のあるものについて定期点検を規定
・５年に１回、近接目視を基本として実施

（トンネル、橋などの構造物）

構造物に共通の規定
H26.7.1施行

・健全性の診断結果を、４段階に区分

定期点検要領 （トンネル、橋などの構造物）
・構造物の特性に応じ省令・告示に沿った
具体的な点検方法

4

各構造物毎に策定具体的な点検方法
・主な変状の着目箇所、判定事例写真等



（参考） 
 

（案） 

北海道道路鉄道連絡会議規約 

 

 

(名 称) 

第１条 本会議は「北海道道路鉄道連絡会議」(以下「連絡会議」という。)と称する。 

 

(目 的) 

第２条 連絡会議は、道路法第２８条の２、道路法施行規則の一部改正（平成２８年１

０月２８日付け国土交通省国道国第１２９号道路局長通達）に基づき設置するも

ので、道路と鉄道が立体交差する施設に関して、各道路管理者と鉄軌道事業者が

相互に連絡調整および協議を行うことにより、効率的な維持管理を実現し、北海

道内の安全かつ円滑な交通を確保することを目的とする。 

 

(対象施設) 

第３条 対象施設は、北海道内の全ての高速道路、国道並びに道道、市町村道と鉄道並

びに軌道とが立体交差する施設とする。 

 

(事 業) 

第４条 連絡会議は、第２条の目的を推進するため、対象施設に係る次の事項について、

情報共有および協議・調整を図る。 

（１）対象施設の点検計画、修繕・耐震補強の計画の調整に関すること。 

（２）対象施設の点検修繕等に係る情報共有に関すること。 

（３）対象施設の管理に関し、議長が必要と認めた事項に関すること。 

 

(会 議) 

第５条 連絡会議は別紙に掲げる機関により構成する。 

（１）議長は、北海道開発局建設部道路維持課長とし、連絡会議を代表するとともに会

務を総括する。 

（２）連絡会議の開催にあたっては、議長がこれを招集する。 

（３）議長は、必要に応じ他の関係者の出席を求めることができる。 

（４）連絡会議は年１回を基本とし、必要に応じて適宜開催する。 

 

(事務局) 

第６条 事務局は、連絡会議の円滑な運営にあたるとともに議事録を整理する。 

（１）連絡会議の事務局は北海道開発局建設部道路維持課におく。 

 

(雑 則) 

第７条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は議長が連絡会議に諮って定める。 

 

附 則 

この規約は、平成２９年  月  日から施行する。 

 

 

 

 

 



（参考） 
○北海道道路鉄道連絡会議 別紙

  機関名 所属・役職 

 議長 北海道開発局建設部 道路維持課長 

   北海道開発局建設部 地方整備課長 

   北海道建設部土木局  道路課長 

   北海道建設部建設政策局 維持管理防災課 維持担当課長 

   札幌市建設局 道路維持課長 

   東日本高速道路(株)北海道支社 事業統括課長 

道路 

管理者 

函館市   

小樽市   

旭川市   

室蘭市   

釧路市   

帯広市   

北見市   

夕張市   

岩見沢市   

網走市   

留萌市   

苫小牧市   

稚内市   

美唄市   

江別市   

名寄市   

根室市   

千歳市   

滝川市   

砂川市   

深川市   

富良野市   

登別市   

恵庭市   

北広島市   

北斗市   

当別町   

木古内町   

七飯町   

森町   

八雲町   

長万部町   

蘭越町   

ニセコ町   

仁木町   

余市町   

栗山町   

月形町   

上川町   

美瑛町   

上富良野町   



（参考） 
中富良野町   

南富良野町   

占冠村   

 音威子府村   

 豊富町   

 遠軽町   

 大空町   

 白老町   

 洞爺湖町   

 安平町   

 むかわ町   

 浦河町   

 新ひだか町   

 芽室町   

 池田町   

 厚岸町   

 標茶町   

 白糠町   

鉄軌道

事業者

等 

北海道運輸局鉄道部 技術課長 

札幌市交通局 工事担当課長 

北海道旅客鉄道(株)鉄道事業本部工務部 管理課長 

日本貨物鉄道(株)鉄道ロジスティクス本部 北海道保全技術センター長 

道南いさりび鉄道(株)経営企画部 総務課長 
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北 海 道 道 路 メ ン テ ナ ン ス 会 議 規 約

（名称）

第１条 本会議は、「北海道道路メンテナンス会議」（以下、会議という。）と称する。

（目的）

第２条 本会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、北海道内の

道路管理を効果的に行うため、各道路管理者が相互に連絡調整および協議を行う

ことにより、円滑な道路管理の促進を図ることを目的とする。

（組織）

第３条 本会議は、本目的に関係ある官公署等をもって組織する。

（事業）

第４条 本会議は第２条の目的を達成するために次の事業を行う。

（１）道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。

（２）道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

（３）道路施設の損傷事例や技術基準等の共有に関すること。

（４）その他、道路の管理に関して議長が認めた事項。

（構成）

第５条 本会議は、会議と地方会議より構成する。

（会議）

第６条 会議は、会議、幹事会より構成する。

（１）議長は、北海道開発局建設部道路計画課長とし、本会議を代表するとともに

会務を総括する。

（２）幹事長は、北海道開発局建設部道路維持課道路保全対策官とする。

（３）会議は、議長がこれを招集する。また、議長は必要に応じ幹事長の出席を

求めることができる。

（４）幹事会は、幹事長がこれを招集する。

（５）委員・幹事については、別紙に定める通りとするが、必要に応じ他の関係者

の出席を求めることができる。

（６）議長は、本会の会務に関し必要に応じ、学識経験を有する者等で構成される

機関を設け、意見を聞くことができる。

（７）議長は、個別課題等についての検討・調整を行うため「専門部会」を設置する

ことができるものとする。

（地方会議）

資料４
（案）
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第７条 地方会議は、開発建設部単位に設置することを基本とし、必要に応じ分割

して開催することができる。

地方会議は、会議と幹事会より構成する。

（１）議長は、開発建設部次長（道路担当）とし、地方会議を代表するとともに

会務を総括する。

（２）会議は、必要に応じ議長がこれを招集する。

（３）幹事長は、開発建設部道路整備保全（工務）課長とする。

（４）幹事会は、必要に応じ幹事長がこれを招集する。

（５）委員・幹事については、別紙に定める通りとするが、必要に応じ他の関係者

の出席を求めることができる。

（６）地方会議は、必要に応じ別途規約を定めることができる。

（事務局）

第８条 事務局は、会議の円滑なる運営にあたるとともに議事録を整理する。

（１）会議の事務局は、北海道開発局建設部道路維持課におく。

（２）地方会議の事務局は、開発建設部道路整備保全（工務）課におく。

（その他）

第９条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は議長が会議に諮って定める。

（附則）

本規約は、平成２６年６月１１日から施行する。

専門部会として、以下を設置する。

市町村支援専門部会を平成２６年１０月８日に設置

北海道跨道橋連絡会議を平成２７年３月２６日に設置

北海道道路鉄道連絡会議を平成２９年 月 日に設置

本規約は、平成２９年 月 日から施行する。

資料４
（案）



○北海道道路メンテナンス会議 別紙

１．　委員

所　属 役　職

議長 北海道開発局建設部 道路計画課長

委員 北海道開発局建設部 道路建設課長

北海道開発局建設部 道路維持課長

北海道開発局建設部 地方整備課長

北海道建設部土木局 道路課長

北海道建設部建設政策局維持管理防災課 維持担当課長

札幌市建設局 維持担当部長

東日本高速道路㈱北海道支社 道路事業部長

２．　幹事

所　属 役　職

幹事長 北海道開発局建設部道路維持課 道路保全対策官

幹事 北海道開発局建設部道路計画課 道路企画官

北海道開発局建設部道路計画課 課長補佐

北海道開発局建設部道路建設課 課長補佐

北海道開発局建設部道路維持課 課長補佐（維持）

北海道開発局建設部道路維持課 課長補佐（保全）

北海道開発局建設部地方整備課 地域事業管理官

北海道建設部土木局道路課 主幹（道路計画グループ）

北海道建設部土木局道路課 主幹（道路整備グループ）

北海道建設部土木局道路課 主幹（高速道・市町村道グループ）

北海道建設部政策局維持管理防災課 主幹（維持担当グループ）

札幌市建設局土木部道路維持課 道路維持課長

東日本高速道路㈱北海道支社道路事業部 事業統括課長

東日本高速道路㈱北海道支社道路事業部 構造技術課長



資料５

インフラメンテナンス国民会議インフラメンテナンス国民会議

平成28年度 第２回平成 年度 第 回

北海道道路メンテナンス会議

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



インフラメンテナンス国民会議の創設（青写真） 投込資料（H28.5.16）抜粋
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（参考）インフラメンテナンス国民会議
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（参考）インフラメンテナンス国民会議 投込資料（H28.11.8）抜粋に加筆

《道内参加の行政機関》
北海道 室蘭市 釧路市 芦別市北海道、室蘭市、釧路市、芦別市、
恵庭市、北広島市、石狩市、
七飯町、八雲町、江差町、余市町、
月形町、中富良野町、訓子府町、
池田町、足寄町
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（参考）インフラメンテナンス大賞 投込資料（H28.11.8）抜粋
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